
平成 年度 福井型コミュニティ・スクール推進事業実施報告書２３

地域とのふれあいを大切にする学校
福井市羽生小学校

１ 取り組みの概要
（１）地域や家庭と学校の連携実績 （２）地域人材の活用（のべ人数）

項 目 回 数 講師･ゲストティーチャー

地域･学校協議会 ３ 回 ２９人

（含：低ボラ）中学校区を単位とした協議会 ３ 回 授業ボランティア

地域及び家庭への学校公開 ９ 回 １７人

登下校支援ボランティア

１９８０人（３）特色ある活動

その他（ クラブ ）

７０ 人

※Ａ４版１枚で作成してください。

テーマ「 心の教育の充実 」

（絵手紙）①「地域の方を先生に（クラブ活動 」）

クラブの時間、地域の方を先生に迎えて種々

の体験活動を行っている。本年度は囲碁、コカ

リナ、絵手紙のクラブに入り、担当の教師と打

ち合わせや相談をしながら、指導や支援の仕方

を工夫されている。普段の学習では出来ない珍

しい体験が出来、子どもたちは毎時間、楽しく

（囲碁）生き生きと活動している。

②「地域の方を先生に…美山音頭をおどろう（体育祭 」）

本年度より、体育祭で児童・保護者・地域の方のみんな

で「美山音頭」を踊って、フィナー

レを飾ることになった。児童のほと

んどが 「美山音頭」を知らないた、

め、体育祭前に美山音頭保存会の方

に来ていただき、踊り方を教えてい

ただいた。１回のご指導で児童は踊

（体育祭のフィナーレ） り方を覚え、体育祭当日は、保護者

（ 美山音頭講習会 ） ・おじいさんやおばあさんだけでな「 」

く、体育会に参加された地域の方々

全員で 「美山音頭」を踊ることができた。保護者の方や地域の方々は「美山音頭」をご存、

じのため、児童に教えてくださる和やかな場面も見られた。

成果と課題

①成果について

本年度は、クラブ活動、田や畑の作物づくり、絵本の読み聞かせの定期的な活動だけでな

く、美山の伝承文化を継承すべく、初の「美山音頭」の講習会を行った。体育祭で祖父母・

両親・地域の方々と共に踊る体験から新たなふるさとのよさを発見し、ふるさとへの愛着を

育む一助となったと実感している。地域を大切に思う心が育ってきている。

②課題について

温かい地域環境の中で、児童の感性を高めて豊かな心を一層育てるために、親子読書や言

葉遣い・挨拶などのマナー等の大切さを家庭に発進する啓蒙活動に努め、連携の強化を図る。




